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に増加した。
　しかし、アフリカの「緑の革
命」の実現は一筋縄ではいかなか
った。増産の結果、市場価格が暴
落し、豊作貧乏が起きた。一歩前
進すると、また新たな課題に直面
した。そのたび、SAAは立ち止
まり、対策を講じた。そして
2010年には、その活動を、生産、
収穫後処理・農産加工、マーケッ
トという、バリューチェーンを包
括する形に進化させた。
　アフリカではいまだに「緑の革
命」は実現していない。それどこ
ろか、気候変動や慢性的な土壌劣
化など、アフリカの農業や食料安
全保障を取り巻く環境はさらに複
雑化している。こうした状況に対
応するため、SAAは現在、土壌
の健全化を主軸とする環境再生型
農業、栄養に配慮した農業、市場
志向型農業を事業戦略の3本柱に
掲げている。アフリカの小規模農
家の食料、栄養、所得の改善に貢
献し、ひいては持続可能で強靭な
食料システム構築を目指して活動
を展開している。
　本書は、アフリカの農業開発の
変遷、複雑さを浮き彫りにし、ア
フリカの農業開発に関心を持つ
人々にとって貴重な洞察を提供す
る一冊と言えるだろう。

　本書は、SAAの35年に及ぶ歴
史を綴った社史である。それは同
時に、変化する時代のただ中にお
いて、サブサハラ・アフリカの過
酷な大地に生きる小規模農家と共
に歩み続けた一NGOによるアフ
リカ農業開発の記録でもある。原
作は、鋭い洞察力と確かなストー
リーテリングで知られる米国のサ
イエンス・ジャーナリスト、トー
マス・ヘイガー氏が綴った
“Walking with the Farmer”
だ。不安定な政治情勢、農村をと
りまく社会経済的課題、さまざま
な利害関係者の思惑のせめぎあい
を生き生きとした筆致で描いてい
る。 
　SAAは、（公財）日本財団初
代会長の笹川良一、「緑の革命の
父」としてノーベル平和賞を受賞
したノーマン・ボーローグ博士、

ジミー・カーター元米国大統領と
いう3人の巨人により生まれた。
きっかけは1984年に「アフリカ
の角」を襲い100万人を超える犠
牲を生んだ大飢饉だ。当時既に引
退間近だったボーローグ博士は、
アフリカに「緑の革命」をという
笹川氏の熱意に折れ、参画。理論
より実践を重視し、晩年近くまで
SAAを率いた。ジミー・カーター
元大統領は、外交ネットワークと
交渉力で政府首脳たちの協力を取
り付け、現地農業政策における農
業普及の一翼を担う存在として
SAAを位置付けた。SAAが活動
を本格化させた90年代のアフリ
カは、ワシントンコンセンサスの
下、小規模農業にとっては厳しい
時代だった。それでも、国民の大
部分を占め主要な食料生産を担う
小規模農家を支援することが、国
の食料安全保障を築き、発展を支
えるという信念に揺らぎはなかっ
た。
　初期のSAAを特徴づけていた
のは、高収量の改良品種と化学肥
料のパッケージをデモンストレー
ション

ほじょう

圃場で展示する手法だ。農
村に圃場を置くことで慣行農法
との違いを一目瞭然に示した。
特にガーナで成功し、政府の全
面的な協力を受けて急速に拡大
し、同国のメイズの収量は劇的
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「農家と共に歩んで」

「農家と共に歩んで」は35年以上にわたり、アフリカの小規模農家を支援している一般財団法人ササカワ・アフリカ
財団（SAA）の軌跡をまとめた書である。アフリカ農業開発の現場の記録は、農業開発に携わる人々に役立つ情報
が満載だ。SAA理事長の北中真人氏が本書を解説する。

範、⑨国連における日本の役割、
⑩ODAソフトパワー宣言。
　ここでのキーワードは「ソフト
パワー」である。中でも、開発政
策の６側面（援助、貿易、環境、
投資、移住、平和維持）による先
進国の評価（2003年）は実に興
味深い。例えば、援助という項目
の評価では、日本はデンマークと
肩を並べているが、貿易ではスイ
スに次ぐ最下位にランクされてい
る。投資でも下位に入っている。
非常に残念なことは「平和維持」
という項目ではスイスに次ぐ最下
位にランクされていることだ。そ
して、世界ソフトパワーランキン
グ（2019年）ではデジタル、企
業、教育、文化、外交、政府活動、
世論調査を総合すると、フランス、
英国、ドイツ、スウェーデン、米
国、スイス、カナダに次ぐ最下
位・日本となっている。著者は
「外交」においてフランス、ドイ
ツ、英国、米国に次いで日本が世
界第５位という評価はいかがなも
のか、と疑問を投げかけている。
　ODAソフトパワー宣言では、
防衛力の強化とともにODAソフ
トパワーを強化して積極的平和
（貧困や差別、抑圧のない世界）
に貢献しよう、と訴えている。
　ソフトパワーは戦わずして勝つ
力とも言われており、平和に直結
する見えざるパワーとも言われて
いる。

　ここに紹介する３冊の小冊子
「援助再考」（2022年12月）、
「変わる世界秩序」（2023年１
月）、「ODAソフトパワー論～
国家安全保障の強化のために～」
（2023年4月）の著者は開発協力
の現場を代表するオピニオン・リ
ーダーでもあり、開発コンサルテ
ィング企業（株）レックス・イン
ターナショナルの創設者でもある
橋本強司氏である。
　「援助再考」の主な内容は次の
通り。①「社会的弱者の救済」を
援助理念に掲げよ、②地域開発は
第３の貧困削減アプローチ、③産
業クラスターで生計活動をグロー
バル経済につなぐ、④災害弱者を
生まない社会開発のために、⑤人
に優しい技術革新・技術協力こそ
日本の役割、⑥日本式開発援助を
世界にアピールしよう。
　次に「変わる世界秩序」は、本
誌の2017年５月号～12月号に連 

載したもので、筆者の勉強グルー
プ６人が登場する。序章新しい国
際秩序と日本の開発援助と終章変
わる世界秩序と日本の役割（橋本
氏）。第１章今後の米中関係と日
本の役割（武内宏樹氏＝サザンメ
ソジスト大学政治学部准教授）、
第２章中東と動揺する世界（池内
恵氏＝東京大学先端科学技術研究
センター准教授）、第３章社会課
題の解決に挑む企業（鈴木雅剛氏
＝（株）ボーダレス・ジャパン創
業者）、第４章開発協力の加速を
目指して（馬渕俊介氏＝グローバ
ルファンド保健システム部長）、
第５章自衛隊を支える国家理念
（伊藤祐靖氏＝元防衛大学校指導
教官）、第６章「天皇」と「国
士」（御厨貴氏＝TBS・時事放談
司会者）。
　「ODAソフトパワー論」のサ
ブタイトルは、国家安全保障の強
化のために―である。ここでのハ
イライトとしては第３部の日本の
ための政府開発援助（ODA）ソ
フトパワー論である。内容として
は、①安倍長期政権のソフトパワ
ーに係る負の遺産、②ODAソフ
トパワーの役割、③ODAソフト
パワー強化の条件、④ODA理念
としての人間の安全保障、⑤20
世紀型開発モデルから代替社会経
済へ、⑥日本の国家安全保障を強
化するODAソフトパワー、⑦戦
略的開発協力の基本認識と戦略、
⑧戦略的開発協力の重要理念と規

日本のODAを政治、経済のみならず
文明論的な視点からも探求する３部力作BOOK
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電子版は、SAAウェブサイトにてダウンロードできる。
本書に関するお問い合わせは info@saa-safe.orgまで

（本誌主幹・荒木光弥）
申し込み先 ： 橋本強司 hashimoto@recs-intl.co.jp

「援助再考」700円＋税
「変わる世界秩序」800円＋税
「ODAソフトパワー論
 ～国家安全保障の強化のために～」900円＋税
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